















学的研究」（代表：佐野賢治　研究期間：2015年 4月 1日～2019年 3月 31日）、引き続き日本常民文化



























でも時差の関係で片道 2日がかりとなる。2010年 9月末、日本航空は週 3便のサンパウロ行きを
廃止、この事態は年配の二世の人たちには大きな衝撃として受け取られた。臍の緒のように繫がる
本国との直接的な関係が絶たれたと感じたのであろう。その一方で、日本人移民史の上から見ると
象徴的な出来事として捉えることもできる。すでに、三、四世の代になると、ポルトガル語とは言
わず日常的には家庭でもブラジル語で読み書き話し、片言の日本語は時たま使われる程度であり、
日系人としてではなくブラジル人という意識で日々の暮らしは営まれている。ブラジルの歴史で
は、土着の「インディオ」、奴隷として連れてこられた「黒人」、植民者の「白人」との混血、融合
によって人種、国民形成がなされたとされ（「三人種の神話」）、このことは後発の移民集団である日
系移民の性格を考える上でも、日本人・日本民族のブラジル人種化、国民化としての視点が新たに
必要とされることになる。
　人が個人的ではなく集団として生まれ育った「故郷」を後にし、新たな「異郷」に移り住むの
は、自然災害、紛争や戦争、飢饉や病弊、人口増加などを契機とし、その実行においては自発的な
ものから強制的な政策によるものまでさまざまな事情、背景を有する。その事由によりその後の
「異郷」と「故郷」との関係は、連続性と非連続性の中で濃淡を示すことになり、異文化の中の日
常生活に入り込む「海外移民」の場合は、時の経過とともにその同化の移相が問われることにな
る。いわば、日本人、日本民族の海外における土着化、同化力の可能性を一方では示すとともに、
持ち伝えた自文化の「異郷」での受容のされ方から、その通文化的、普遍的性格の表出を認めるこ
とにもなる。戦前ブラジルに渡った日本人移民は戦後、ブラジル社会との融合をすすめ、その結
果、現地社会で評価、受け入れられ、地元の名士となる人物も数多く現れた。日本の鳥居が神社を
表す一方、公正・正確さのシンボルとして予審裁判所から信号機にまで使われているのを現地で見
た。その一方、植民地統治下の朝鮮、満州国における日本人
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移民の評価には厳しいものがあった。
本報告では、海外移民史における、ブラジル移民の位置づけ、特質が信濃海外協会を事例に森武麿
によりまず論じられる。
　移民研究は、結果的に自文化を内なる視点から描く自画像と外からの眼、他者像を合わせること
により「日本人」論に収束されていく。その日本も出身県の県民性からそれぞれの村の村柄までの
ローカル性が反映し、前提となる。ブラジル移民についても、「日本人」→「日系人」→「ブラジ
ル人」の移相の中で、その「郷土」が踏まえられながら調査・研究が展開されていく。本報告で泉
水英計は、日系人社会の子弟教育を日語学校、混合学校、伯語学校と言葉の問題に焦点を当てて論
じ、小熊誠は沖縄系移民の先祖祭祀を沖縄本島との連続性、加藤里織は奄美宇検村出身移民の来歴
とライフヒストリーから「故郷」との心意的距離を捉える試みをしている。一方、現地に長く居住
するサンパウロ大学の森幸一は、移民はすでにブラジル国民化したと、「ブラジル人」から「日本
人」へと遡及する視角を、最もデリケートな宗教受容に焦点を当てて提示している。
　また、今回のプロジェクトでは可視的な物質文化からこの移相を具体的に示すことも試みられ
た。本報告では、角南総一郎がレジストロ市サウダーデ墓地の墓碑銘と形態の悉皆調査からその変
遷を示し、建築班（内田青蔵、須崎文代、田中和幸、渡邉裕子）は、2016年度以来取り組んだ民家実
測調査 5件の構造図とともに、窓周りの架構に特徴がみられることなどを建築編で指摘している。
私が担当の民具調査は日程や調査態勢が整わず残念ながら実現できず今後の課題として残された
はじめに
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が、歴史的記念碑や郷土史関連書籍も含め、永井美穂は、2002年開館、2016年閉館したレジスト
ロ日本移民史料館（1922年築造の海外興業株式会社精米所跡）の後継、新移民博物館建設への具体的
な提言を行っている。
　現代社会は世界的コロナ感染・パンデミックの一大要因のように、人々の移動はグローバルであ
り、さらにインターネットは瞬時に地域を越えて情報を伝え、人々が等身大、生活レベルで他文化
を共時的に理解することが可能な時代になった。従来の人の類別、“人種”・“民族”・“国民”・“階
級”を超えて、生活文化レベルでの共感、地球上の住民としての共属意識をもった“世界常民”と
いう共通概念が今日の社会では要請される。ブラジル、アマゾンの森林火災は地元インディオの生
活を脅かすとともに、世界的な食糧需給、地球の温暖化に関係していく。環境の破壊は身近な生活
から国境を越えて世界中に影響を及ぼす、ローカルな問題がグローバルに直結する時代である。
　21世紀に生きる人々は、まず自身の住む「郷土」を知り、国や民族を超え、生活レベルで互い
に理解し、孤立ではなく共感、連帯する意識を持つことが求められる。ブラジルにおける日本人移
民の歴史と現状をいわば鳥の眼と虫の目から見るという本報告は、これからの日本人の可能性を示
唆する一助になるともいえる。さらに現今の外国人労働者、「移民」受け入れの是非をめぐる論議
は、日本人の「海外移民」とリバーサルな関係にあり、現実問題としてこれからの日本社会の有り
方を問う試金石であり、遠い遥かな問題ではないのである。
　いずれにしろ、6年度にわたる本共同研究は、現地での多くの方々の協力のもと、このような形
で纏め上げることができた。中でもレジストロ日伯文化協会、福澤一興会長、当方の泉水英計事務
局長の縁の下の尽力と配慮、調査の全般に的確な目配りしてくれた森幸一教授にはここで改めて名
をあげ共同研究者一同に代わって謝意を表したい。ところが、ブラジル日系社会研究の要の人であ
る森先生は 2019年 10月急逝し、本報告が遺稿となってしまった、この場を借り謹んでご冥福を祈
りたい。
　最後に、現地入りの日数も少なく名ばかりの代表の私は、本報告書にはレジストロの葬墓制に関
係する宗教関係施設のレポートを寄せたが、2017年 11月 23日レジストロからの帰路、聞きしに
まさるサンパウロの交通渋滞を乗り切って、サンパウロ大学で「“もののけ姫”から見た日本文化」
と題し講演した。非情・有情すべてに命を認める日本的アニミズム・「モノ」信仰、日本発のアニ
メ作品の人気とその反響に環境保全に対する関心の高さも含め、人類の可能性を認めて翌早朝ブラ
ジルを後にした。今回のプロジェクトは私に、ブラジルという日本と最も離れた地、人種融合・多
文化共生の実験地といわれる国で、「日本人とは」を人類という大きな枠の中で見つめ直す契機を
与えてくれたと言え、柳田国男の「郷土研究」から「世界民俗学」への構想を「世界常民学」とし
て展開する可能性を確信する機会となったのである。
